
（第40回談義所：2018年7月27日（金）19時00分～21時17分実施、アンケート回収数：25）

第40回　宮崎海岸市民談義所　アンケート結果

20歳未満：0%

20代：4%

30代：12%

40代：16%

50代：24%

60代：24%

70代以上：20%

記入無し：0%

1-(1) 年齢は？

住吉：8%

佐土原：12%

その他宮崎市

内：56%

それ以外：24%

記入無し：0%

1-(2) 住んでいるところはどこですか？

a 全部あるいは

何度か参加：

72%

b 一度だけ参

加：0%

c 今回が初め

ての参加：28%

記入無し：0%

1-(3) これまでに参加したことはありますか？

1．あなたのことについて教えてください

・福岡市 ・静岡県

・日南市



a 宮崎河川国道事務

所からの案内：71%b 行政機関か

らの紹介：0%

c 回覧板のチラシ：

4%

d 知人から

の紹介：7%

e チラシ：0%

f 新聞記事：0%

g 宮崎河川国道事務所等

のホームページ：11%

h その他：7%

記入無し：0%

a 市民談義所

に関心：22%

b 災害からの安全・安心の確

保に関心：17%
c 海岸の環境

に関心：26%

d 海岸の利用

に関心：9%

e 海岸の景観

に関心：20%

f その他：4% 記入無し：2%

2．市民談義所を何によって知りましたか？

3．今回参加された動機は何ですか？

(複数回答)

(複数回答)

宮崎河川国道事務所からのメール

・業務の一環として（コンサル）

・業務



a 満足している：36%

b どちらかというと満足

している：32%

c やや改善す

べき点がある：

24%

d 改善すべき

点がある：4%

記入無し：4%

4．今回の市民談義所の満足度は？ (複数回答)

a 満足している（理由）
・様々な人が色々な意見を言うことができたため。
・様々な工法等を聞けた。
・市民の方の率直な声が聞けたから。
・市民の率直な意見が聞けた。

ｃ やや改善すべき点がある（提案）
・科学的根拠の検体が必要。

・侵食対策は工事主体で幅広い対策は何もされず、結果的には予算消費の方策し

か

ｂ どちらかというと満足している（理由）
・いろんな方の意見が聞けて面白い。

ｄ やや改善すべき点がある（提案）



a 今回の会場

が適当：79%

b 違う会場で行

うべき：13%

記入無し：8%

5-(2) 会場について

a 平日の昼間

が良い：28%

b 平日の夜が

良い：43%

c 土、日、祝日の昼

が良い：18%

d 土、日、祝日

の夜が良い：

11%

記入無し：0%

5-(1) 実施する曜日と時間について

a 短い：25%

b 適当：71%

c 長い：0%

記入無し：4%
5-(3) 時間の長さについて

5．市民談義所の運営に関して

(複数回答)

a 多い：0%

b 適当：67%

c 少ない：29%

記入無し：4%

5-(4) 参加人数について



a ぜひ参加した

い：54%

b 出来れば参

加したい：38%

c わからない：4%

d 参加したくない：0%

記入無し：4%

・現地（海岸）で行う。

・突堤ができないのは何故をつきつめて

・次回の談義では、関係機関との協議の状況等説明していただきたい。

・対策テーマの要点を絞って談義できればさらに深く詳しく知ることができると思う。

・現計画の見直しについて

・河川研究実験室の見学をし、対策をどのように研究。検証しているかを見てみたい。

・50m復元実施予算抜き実行

・サンドパック施設にしてから5年近く毎年裸になると養浜の繰り返し、成果が上がっていない。

何の研究をしているのですか。

6．次回、市民談義所への参加の意向

7. 次回以降の市民談義所で、談義したいテーマ等



8. その他、市民談義所の進め方等についてのご意見

・毎回同じ人での参加なので新しい参加者が出席してくれればいいのでは（海岸利用者に声掛

けして）。

・総合土砂管理を具体的に説明してほしい。

・本突堤を早く伸ばしてほしい。

・ビーチクリーン参加者への呼びかけ。

・科学的根拠の追及をさらに進める

・平面図に計画の防砂堤、突堤の完成時の表示をしてください。

・サンドパックについてもっとPRを！

・地元の祭（まつり宮崎や花火大会等）で広報活動をしても良いのではないかと思います。

・石崎浜地区から大炊田（二ッ並）地区間アカウミガメの産卵する場所が10％しかない。サンド

パックの上で産卵したくてもダンプ通路が砂が硬いので掘れない。産卵できない故に50m復

元を急ぐ必要性ができる。


